
　　　　　　　　　　　　　　　　

実施値 達成値 評価 実質値 達成値 評価

66%
中学生：　１０／１５
小学生：　１０／１５
　　（教科数×人数）

46% 70% C 46% 70% C

70%
小学生：6／8
　　（教科数×人数）

25% 36% D

70%
小中学生：30／30
　　（小1～中1）

60% 86% B

○家庭学習の表彰

決められた課題をやりきった児童
生徒

豊
か
な
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づ
く
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よりよい人
間関係づく
り

アセスの活用
（廿日市市重点目標）

100% ２４人／２４人 88% 88% B 88% 88% B

よりよい人
間関係づく
り

返事の励行 100% ３５人／３５人 84% 84% B 88% 88% B

よりよい人
間関係づく
り

道徳教育の充実 100% １0人／１0人 82% 82% B 90% 90% B

２４人／２４人
（小３～中３）

81%
家庭学習を１００％やりきった児童生
徒の割合

95% 95%
集団の目標や自分の目標を達成した児

童生徒の割合

自分で考え，責
任をもって行動
できる児童生徒
の育成

学校行事や異年齢集団活動等での
目標達成に向けた取組の充実

児童生徒アンケート

100% ３５人／３５人

学校教育目標

８月

100% B

76%

自己評価

家庭学習の
習慣化

２月
重点

全国学力・学習状況調査
教科平均が通過率
B問題60％以上の児童生徒の割合
(廿日市市重点目標）

「よしわ学びのサイクル」を意識
した授業づくり（説明力の向上）
【重点項目】

教職員アンケート
説明力向上に向けた授業改善を実施し
た教職員（ICT機器の活用，説明の場の
工夫，グループの活用）

３５人／３５人

昨年度重点
課題の克服

表現力向上に向けた補充学習の工
夫

平成３０年度　学校評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　廿日市市立吉和小学校・吉和中学校

夢や目標をもち，自己実現をめざす児童・生徒の育成
ビジョン

地域に信頼され，期待に応える
吉和小中一貫教育活動の推進

ミッション
児童生徒と保護者・地域との

絆を深める学校となる

児童生徒アンケート
説明の場において自分の考えをはっき
りと表現できた児童生徒の割合

100%

100% ３５人／３５人 76%

小
中
一
貫
で
取
り
組
む
重
要
課
題

確
か
な
学
力

93%

結果と課題の分析 改善方策

【自己評価　評価】A：達成（100）  B：ほぼ達成（80～99）  C：もう少し（60～79）  D：できていない（0～59）    【学校関係者評価　評価】イ：自己評価は適正である　ロ：適正でない　ハ：分からない

目　　標
中期(３年間)

経営目標
短期（１年間）

経営目標
目標達成のための方策

（こんなことをして達成します）
評価指標

（効果を見取る目安）
目標
値％

81%

授業改善
基礎力と活
用力の向上

100% １0人／１0人

廿日市市学力状況調査
全国平均以上の児童生徒の割合

CRT(標準学力検査）
全国平均以上の児童生徒の割合

100%

100%

・学級の中で仲間のよさを認め
ていくような取組を積極的に仕
組んでいく。また，縦割りでの
取組も継続し，ふり返りを充実
させる。川柳の取組も継続して
いく。
・返事や，相手の方を向いて話
を聞くことについては，年間を
通して一貫した取組になるよう
に工夫していく。
・中学校は，道徳において教科
書の題材を主として使用するよ
うになる。しかし，タイムリー
な教材や地域の特色を活かした
教材などは積極的に取り入れて
いく。中学校ではTTを活かした
取組を工夫していく。
・行事等の精選をしつつもより
自己有用感や自己肯定感が高ま
る充実した取組へと改善をはか
る。ふり返りの時間を大切にし
て取り組む。

・今年度は，説明力向上をキーワード
にして小中教職員全員が取り組んだ。
授業改善を実施した教職員の割合は１
００％であり，全員が意識統一して取
り組めた。
・説明の場において自分の考えをはっ
きりと表現できた児童生徒の割合は７
６％から８２％へと上昇した。しか
し，自分の考えをはっきりと表現でき
ない児童生徒はまだ１２％おり，それ
が固定化している傾向にある。
・CRTにおいて，全国平均を基準とし
たときの通過率が上昇した児童生徒の
割合は４７％であった。
・家庭学習を１００％やりきった児童
生徒の割合は８１％から９３％へ上昇
し，よい習慣が定着しつつある。月ご
とに達成者を評価したことが良い結果
につながったと考えられる。

・来年度も年度当初に児童生徒
のゴールイメージを共有し，全
教職員が意識統一して取り組ん
でいく。校内研修会等を通して
授業改善を図る。
・少人数を活かして全員に説明
する場を設ける。固定化してい
る児童生徒には肯定的評価を積
極的に行っていく。
・CRTについては，個別のデー
タを詳細に分析し，各自の課題
をはっきりさせる。年度当初に
個別の課題を共通認識して改善
策を立てる。
・家庭学習をやりきる児童生徒
の割合１００％を目指して，今
年度同様に表彰等を実施し，児
童生徒の意欲づけを行うと共に
家庭との連携を密にしていく。
今年度同様に月ごとに達成した
児童生徒を表する取組を継続し
ていく。

・通過率の低かった課題のある
単元や分野を個別に明らかにし
ていく。
・課題発見解決学習などを通し
て日常生活と関連のある内容に
できる限り取り組むことでＢ問
題のような発展的な問題に対応
していく。
・ＩＣＴ機器の有効活用できる
授業の工夫についての研修を進
める。
・説明力向上に向けた取組を工
夫していく。

100% 100%

・自己有用感への肯定的評価は全体で
は８８％と高い割合は示している。縦
割りの学習などを通して学級の児童生
徒ばかりでなく，他学年との交流を
行ったことはプラスなったと考えられ
る。川柳の取組を通して自己有用感が
高まった児童生徒も多い。
・返事をし，相手の方を向いて話を聞
けた児童生徒の割合は８４％から８
８％へ上昇した。その都度，やり直し
をさせたことなどは効果があったが，
徹底しきれていないのが現状である。
・小学校の道徳は，今年度から教科書
が使われるようになった。教材選択等
が容易になり，作業効率は上がった。
教科書に頼りすぎた面もありさらなる
教材開発，発問の工夫が望まれる。中
学校では学年の教員とＴＴで授業を
行ったことで教材理解も深まり，工夫
等にも役だった。
・集団の目標や自分の目標を達成した
児童生徒の割合は９５％から１００％
へと上昇した。行事などを通して自己
肯定感や自己有用感が高まったと考え
られる。今年度から新たに実施した縦
割りの取組なども好影響を与えたと考
えられる。

D

・全国学力・学習状況調査では，小学
校では国語の「読むこと」に課題があ
る。中学校も同様に国語に課題があり
特に「読むこと」，数学では「図形」
に課題がある。
・廿日市市学力状況調査では，国語，
算数に課題があり，国語では特に「話
すこと・聞くこと」「読むこと」に課
題がある。算数では，「図形」に課題
がある。
・CRTにおいて，全国平均以上であっ
た児童生徒は６０％であった。学年ご
との差が見られた。

B A

100%

B

82%

100%

82%

B

47% 47%

B 93%

学
び
合
う
集
団
づ
く
り
（
学
力
向
上
）

全体の指標

ＣＲＴにおいて，全国平均を基準とし
たときの通過率が上昇した児童生徒の

割合

「基礎・基本」定着状況調査質問紙に
おける自己有用感への肯定的評価

教職員アンケート
児童生徒が考えを議論したりしたくな
るような導入・発問の工夫ができた教
職員の割合

児童生徒アンケート
返事をし，相手の方を向いて話を聞け
た児童生徒の割合


